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ここで、下の図のように置くと、(x, z) = (±L, 0)を通るので、d = 0となる。よって、x = ± 1
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�したがって、x = ±Lでは、L = x = ± 1
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(a)中心点が (0, 0,−a
b ),半径が
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(c)p1(−L, 0, 0)から、p2(L, 0, 0)に到達するまでの所要時間は、まずこれを考える、
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